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いつものように、とうかいどう保育園にお伺
いすると、後ろの方から子どもたちの声がして
きました。振り返って見るとちょうどお友だちが
お散歩から帰ってきたところのようです。
　今日は曇り空で気温もそんなに上がってい
ないのでお外を歩いて楽しんできたようです
ね。
　みんな並んで順番に、まだまだ小さい靴を
脱いでいきます。
「はーい、お靴脱ぎましょうね」
「○○さん、こっちおいで」
「上手にできたね」
そんな声が聞こえてきます。
　夏の猛暑日は外出は危険なため、お散歩は
控えています。なかなか外に出る機会がなか
ったお友だちですが、今日は安全な状況だっ
たので久々のお散歩になりました。
　お部屋の中で遊ぶのも楽しいですが、外に
出て歩いてみると色々な発見があって楽しい
ですよね。お友達の顔も満足そうだったけど、
ちょっと疲れたかな？　今日はお昼寝たくさん
んできそうですね！！

とうかいどう保育園

屋上で夕涼み
　介護老人保健施設惠の杜には屋
上庭園があります。建物の中から行
くことができるので大変便利ですし
、何よりも安全です。
　近隣にこういった庭園や公園とい
うがないので、ここは貴重な存在で
す。
　気候が良い時は職員も休憩時間
にくつろいでいることがあります。お
弁当を食べている
　さて、少し涼しい日がありました
のでせっかくだから夕涼みをするこ
とにしました。少し外の風にあたっ
て自然を感じる機会にできたらとい
うことで、早速希望される方は屋上

庭園に向かいます。
　無風に近かったですが、時折夕方
の涼しい風が吹いてきて心地よさを
感じました。
　確実に季節は進んできているよう
ですね。もうしばらくすれば秋になっ
て過ごしやすくなるでしょうね。

帰ってくると、カメ
ラを持った知らな
い人が。あらら？誰
？？　そんな顔をし
て見つめています
ね・・・

お散歩
楽しかった！！

まだまだ小さいお靴
でも一所懸命歩いてきましたよ！！

夕方の涼しい一時
屋上庭園で心地良い
時間を過ごしました 介護老人保健施設惠の杜
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とごしの杜保育園
しばらくぶりでしたが・・・
覚えてくれてました

イベントで使います
黒く塗りつぶしてみましょう

放課後等デイサービス
えがお

　汚れてもいい服や割烹着をきてい
るお友だちもいます。テーブルの上に
は新聞紙がひかれ、その上には一枚
の段ボールが置かれています。お友
だちは墨で段ボールに何か書いてい
るようです。
　最初は絵を描いているのかな？　
と思いましたが、なんだか絵を描い
ているというよりも塗りつぶしている
ような気がしました。
　しばらく経つとダンボールはどんど
ん黒くなっていきます。
「ああ、きっと真っ黒にしたいんだな」
と思いました。
　そして真っ黒に塗られた段ボール
が完成しました。黒光りしていてなん

だかカッコよく見えてきますね。お友
だちも普段は真っ黒に塗りつぶすな
んてことはあまりしないのでなんだ
か斬新なことをしたような顔つきで
したよ？？
　実はこの真っ黒なダンボールはイ
ベントで使いました。みんなが怖がる
「あれ」ですよ（笑）

　放課後等デイサービスえがおのお友だちは覚
えていてくれるかな？　そんな心配をしながら向
かいました。しばらくお伺いできていなかったの
でお友だちは忘れているかもしれない・・・なんて
考えながら。
　今日は夏休み中ということで一日開所の日で
す。驚かせないように、そっとドアを開けて中に入
っていきます。
　どうかな？
　忘れちゃったかな？
　入っていくとちゃんと覚えていてくれたようで
す。挨拶して一旦荷物を置いた後、ホールへ行く
と近づいてきてくれたり、「ああ、いつものカメラ
の人ね」そんな顔で見てくれたり。何だかちょっと
安心しました！！
　「今日はお友だち少ないですね」
と先生方にお聞きすると、
　「外出しているんです。もうすぐ戻ってくる頃だ
と思いますよ」
という返事でした。そうしているうちに「ただいま
ー」という声がしました。　（続く）
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放課後等デイサービスえがお

久しぶりに・・・
シャボン玉ってやっぱり不思議だな！

朝の準備から受入れまで
　朝早い時間にお伺いしたので、
まだ通所リハビリテーション恵の
もりのスペースには誰もいません
でした。この時間は送迎中で職員
さんが受け入れの準備を済ませ来

送迎車で到着していました。
　とりあえずくつろいでいる方や
雑談をされている方、テレビを見
ている方もいました。
　この後も二番、三番の送迎車で
到着されると思います。今日は22
名のご利用があるとのことでした
。いつも通所リハビリテーションの
スペースからはレクリエーション
の楽しい声が聞こえてきます。
　一日楽しんでいただき、リハビリ
テーションも受けていただき、少し
でも機能訓練になれば良いな、と
思っています。

所されるのを待っている状況でし
たので簡単な雑談をして一旦その
場を去りました。
　老健の撮影を終えて戻ってくる
とすでに数名のご利用者が一番の

通所リハビリテーション恵の杜

（前の記事から続く）
「ただいまー」という声が聞こえて外
出していたお友だちが帰ってきまし
た。先生が声かけします
「みんなー、シャボン玉やるよ」
「わー、シャボン玉だって」
「早く外に行こう」
ということになって、お友だちと一緒
に外へ出ることにしました。
　外に出ると帰ってきたお友だちも
いて全員集合になりました。
　先生が手に持っているのは振ると
シャボン玉が出てくる不思議な道具
です。早速、手に持っている棒のよう
な道具を振ってみると・・・、あらら不

思議！！　綺麗なシャボン玉がたくさ
ん現れました！
「わあ、綺麗だね！！」
「ほら見て！見て！」
先生が語りかけます。不思議そうにシ
ャボン玉を見つめているお友だちも
いますし、シャボン玉を追いかけよう
とするお友だちもいました。
　風で流れていく虹色の綺麗なシャ
ボン玉を見ていると不思議な気持ち
になります。子どもの頃、洗剤を薄め
てシャボン玉をやったな、濃くすれば
たくさん出ると思って洗剤を使いす
ぎて怒られたな・・・、そんな思い出が
蘇ってきました。

06|  広報けいせい 07|  広報けいせい



　農林水産省が推奨する「農福連
携」にヒントを得て始まった「障育
連携」　
　横浜の障害事業所の皆様がお
芋を植えて農作業をしつつ管理し
て、その様子を保育園のお友達が
オンラインで見守ります。お芋が成
長して収穫の時期を迎えたら、保育
園のお友達が畑に行ってお芋掘り
をしつつ交流するという企画です。
　さて、以前植えたお芋はどうなっ
たでしょうか？
　はい、見事に成長してきました。
苗を植えた当初とは見違えるくら
い立派に成長しました。もう収穫で
きるのではないかと思ったのです
が、「まだまだ」とのこと。
　保育園のお友だちにも見守られ
ながら育ったお芋は、きっと美味し

いことでしょう。
　今日はわーくさぽーとの利用者と
一緒に成長具合を確認してきまし
た。お芋掘りの日程が確認できたら
ツルを切って収穫の準備です。楽し
みですね！！

わーくさぽーと 保育園 とうかいどう・とごしの杜就B・定着・生活介護
障育連携の経過 しっかりと下準備

　保育園では、畑の名前を「ぽか
ぽか畑」にしたり、自分たちでも
植物の成長を体感するためにプ
ランターで苗を成長させたり植
物のことに詳しくなるため勉強し
たりしています。

　そして、とうかいどう保育園ととご
しの杜保育園は姉妹園ということで
オンラインで連携して「障育連携」プ
ロジェクトに参画しています。
　今日は保育園で収穫された野菜
を調理さんにお願いして切ってもら
い、その様子をオンラインで共有し
ました。お友だちはみんな興味深そ
うに見ていました。普段食べている
野菜でも収穫した状態から見ていく
と色々発見があるようですね。
　保育園のお友だちもこういった機
会を通して自然の大切さを理解して
いってほしいと思います。
　そろそろお芋掘りの時期になりま
した。今年のお芋はいつもより美味
しいかな？　自分たちが成長を見守
ってきたお芋を実際に食べることが
できるんですから！！
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保育園で働いてみませんか？受入準備
真心込めて！！
前月号でご紹介した一人暮らし体験事業※ ですが
、先日体験希望がありました。
　少しでも快適に使用していただくために、わーくさ
ぽーとのスタッフがハウスクリーニングを行いました
。高圧洗浄機も導入され、プロ並みのクリーニング作
業になりました。
　私たちの取り組みは小さな一歩ですが、少しでも多
くの方の自立にお役に立てれば幸いです。

※瀬谷区の事業で当法人では理事長が瀬谷区と契約して物件の提供
をしています。

編集後記
　先日、中部山岳地帯にある穂高連峰の一角、西穂高岳に登って
きました。とはいえ調査研究目的でしたので山頂にはいきません
でした。
　この日は天気に恵まれ、まさに登山日和。穂高連峰というだけ
あって、ここまで登ってくるのは大変です。登山者はみんな必死に
なって登っているのですが、景色が開けて稜線が見えてくるとその
美しい姿に思わず笑顔になっているのが印象的でした。ちょうど
雲海も発生して本当に海の上にいるかのように錯覚してしまうほ
どでした。
　この広報けいせい9月号が完成している頃は穂高の山頂は一桁
台の気温になっていると思います。季節は確実に進んでいるよう
ですね。皆様も気温の変化にはご注意ください（M.O.）

保育園にお伺いするとお友達の楽しそうな声が聞こえてきます。おもちゃで遊んだり、塗り絵をしたり、絵本
を読んだり。
　写真を撮影するために教室に入っていくと、お友だちは覚えていてくれて、「あー！！カメラの人だ！！」「撮らな
いで・・・あーいや撮って！！撮って！！」　そんな感じで近づいてきてくれます。撮った写真をモニターで見せると
、お友だちは嬉しそうにしたり、ちょっぴり恥ずかしそうにしたり反応は様々。
　たまたま撮影で訪れると保育園って楽しそうだな、って思いますが仕事で関わるとなると、お友だちの色々
な場面に出くわしますから手応えを感じる部分もあるかもしれません。大変と思うこともありますが、結果とし
てはとても暖かい達成感だと思います。
　当法人の保育園では共に働く仲間を募集しています。詳細は保育園までご連絡ください！！

イラストは K さんに描いていただきました
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